










東の斜里町にある「斜里町公民館ゆめホール知床」にお邪魔してきた。道内の地理に詳しくない方には、ユネスコの世界自然遺産 登録されている知床半島の玄関口（地図を見ると知床半島の左側、いや西側である。 ）と言えば分かっていただけるだろうか（注：二七頁参照） 。前日入りしてホテルに宿泊、早朝に起床す と快晴の天気、知床連山に目をやれば、右手に斜里岳、左手には海うなべつ
別岳の美しい姿を眺めることができた。斜里町は農業、漁業、観光業が基幹産業で、小麦、馬
鈴薯、甜菜を中心とした畑作農業が行われ、オホーツク海を漁場とする漁業は、サケ・マスの水揚げが日本一である。これらの農産物、海産物 加工 盛んな人口約一万二千人の町であ 。
さて、 「斜里町公民館ゆめホール知床」 （以下「ゆめホー
ル知床」と略す）は 斜里町により設置され、斜里町教育委員会が運営する公民館機能と文化会館機能 融合させた公共ホール して、平成一〇年一〇月一〇日午前一〇時一〇分一〇秒に開館した。町民に生涯学習活動の
場と、文化・芸術活動の鑑賞及び創造の場を提供する拠点となることを目標とし、活動を継続している。ホールを中心としたまちづくりの事例としては、道内でも草分け的な存在である。
ゆめホール知床の公民館活動部門では、一般向け、高















三列は着脱式となっており、舞台を前にせり出したり、仮説スロープを設けたり、オーケストラピットと ても使用できるようになっている。ボーダーライトバトン一本、サスペンションライトバトン四本、プロセニアムライトバトン一本、フロントサイドライト、シ リングライトの他 美術バトン八本 備える。緞帳 中割幕、ホリゾント幕、大黒幕がある。ホールに付随する施設として、楽屋四室と防音構造のリハーサル室を備える。
文化ホールの他に、移動イスによる多機能ホールであ











の会」運営や、 公演時の ぎり、 会場整理 喫茶コーナーの運営等を担うボランティアサークル支援、近隣地区のホールと連携し、相互にプレイガイド機能を持つことで集客増を図る等の取り組みを行っている。
最後に、ゆめホール知床が地域に根付いた理由を尋ね
たところ、芸術活動に携わっている町民にと は待望のホールであったこ が大きいようである。斜里町におけるホールの建設計画は一九八〇年代初頭 具体化するが、昭和五六年八月 台風一二号による被害ため、棚上げになっていた である。
